
女性標示語としての「女～」と“女 (nv)～"

一 日中対照研究の試み

徐 微 潔

1.は じめに

女性標示語(1)は 「職業や身分などを表わす形態素の前に来て、当該の職業

や身分を有している女性を表わす「女～」「女子～」「女性～」「女流～」「婦

人～」などの呼称のこと」(徐2012:37)で ある。日本語には上記の女性標示

語があるが、中国語にも「女 (nv)～ 。女子 (nvzi)～ 。女性 (nvxing)～・

如女 (funv)～ ・美女 (meinv)～ 」などが見られる。

上に見られるように、日中両言語の女性標示語には同形語が多く、「女作家

⇔ 女作家」「女教師 ⇔ 女教り雨」「女子選手 ⇔ 女子逸手」「女性政治家 ⇔ 女

性政治家」など、一見すると、対応しているように見える。しかし、実際は

対応していない場合も多い。下記 (1)と (2)で示したように、日本語の「女

子学生」と「女流画家」を中国語に訳すと、それぞれ “女学生"と “女画家"

になる。“女子学生"と “女流画家"は中国語として適切な表現ではない。な

お、「*」 は言い換えができないことを示し、「?」 は言い換えは可能である

が、当該のコンテクス トでは不自然になることを示している。

(1)a同 大の規矩大義教授は「昔は土木を学ぶ童i皇生は珍しかったが、

今では普通」。 (朝 日2010/12/15)

b同一所大学的規矩大文教授悦:“以前学コ土木工程的菫生生 (*女

子学生)イ艮少,但是現在イ艮普遍。"

(2)a広 島県出身の童流亘家・丸木スマ (1875～ 1956)の 作品展。 (朝 日

2010/11/5)

b庁島具籍菫亘家 (*女流画家)九木寺璃 (ス マ)(1875～ 1956)作

品展。
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本稿では、中国語の女性標示語の中で圧倒的な割合を占めている“女 (nv)

～''と 日本語の「女～」を対象に、両者の対応・非対応関係を整理して、そ

の相違が生じる要因を明らかにすることを目的とする。

「女～」と“女 (nv)～ "それぞれに関する研究についてはかなりの蓄積が

ある (Nakamura1990、 漆田1993、 菊池1995、 田中・女性と新聞メディア研究

会2006、 盛2001、 物2003、 任2010な ど)が、日中対照の観点から女性標示語

を考察した研究としては、林 (2009)と 徐 。房 (2010)が挙げられる程度で

ある。しかし、林 (2009)と 徐・房 (2010)に は「女～」と “女 (nv)～ "

に関する詳しい考察が見られず、「女～」と“女 (nv)～ "の後項要素、個々

のケースにおける両者の対応・非対応関係などについては不明な点が多く、

さらなる考察を行 う必要がある。

以下、本稿では、第 2節において使用するデータの概要及び研究対象を提

示し、第 3節にて、日本語の「女～」と中国語の “女 (nv)～ "を比較 。対

照し、その相違を明らかにする。そして、第4節で相違が生じる要因を探り、

第 5節にまとめを記す。

2.データの概要及び比較対象の認定

日本語のデータは日本で発行部数が第二位で、購読率の高い全国紙である

『朝日新聞』を、中国語のデータは『人民日報』を利用した。『人民日報』も

全国紙で発行部数第二位である。検索対象は、前者が『朝日新聞』朝夕刊、

後者が『人民日報』『人民日報海外版』とし、一年分の記事 (2010年 1月 1日

から12月 31日 まで)を調査し、各女性標示語の用例を収集 した。

検索でヒットした用例のうち、本稿における「女性標示語」の定義と一致

しない日本語の「女衆」「女同士」「女性財団」「女流文学」「婦人服」や中国

語の “女単教練"“女厠所"“女性健康"“如女市"な どは除外した。

3.調査結果と分析

3.1 調査結果

調査の結果、『朝日新聞』からは女性標示語「女～」「女子～」「女性～」「婦
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人～」など、計12種、727の語例が、『人民日報』からは “女 (nv)～ "“女子

(nvzi)～ "“ 女性 (nvxing)～ "“如女 (funv)～ ″
など、計 9種、355の語

例が抽出された(2)。 各女性標示語の使用頻度と割合を表 1と 表 2に示す。

表 1 日本語の女性標示語  ( )内 は割合

女性標示語

女性～

異なり語数

458(63.0%)

延べ語数

5823(30.6%)

女子～ 128(17.6%) 6456(33.9%)

婦人～ 10(1.4%) 52(0.3%)

女流～ 39(5.4%) 653(3.4%)

その他 44 (6.0%) 92(0.5%)

計 727 19035

表 2 中国語の女性標示語  ( )内 は割合

女性標示語

{tl (nvxins) -

異なり語数 延べ語数

66(18.6%) 114(5.1%)

女子 (nvzi)～ 8(2.3%) 12(0.5%)

如女 (funv)～ 10(2.8%) 52(2.3%)

その他 21(5.9%) 33(1.5%)

計 355 2240

表 1と 表 2か ら分かるように、日本語では、「女～」の異なり語数は48で、

全体の6.6%にすぎないが、延べ語数は5959で 、全体の31.3%を 占めている③。

一方、中国語では“女 (nv)～ "の異なり語数は250で、全体の70.4%を 占め、

延べ語数は2029で 、全体の90.6%を 占めている。
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3.2 分析

以上より、日本語の「女～」は一定の使用は見られるものの造語力が高く

ないのに対し、中国語の “女 (nv)～ "は使用頻度も造語力も非常に高いこ

とが分かった。

本節では、 1節で述べた研究目的に沿って、「女～」と“女 (nv)～″の接

続制約に着日し、日中両言語の女性標示語体系におけるそれぞれの位置付け

について検討する。

3.2.1 「女～」の女性標示語体系内での位置付け

調査で抽出したデータをまとめると、下記表 3の とお りである(4)。

表 3 「女～」の語例

形態的特徴 語  例

オンナ

【自由形態素】

(28語 )

女主人、女友達、女達磨、女芸人、女君、女三四郎、

女刑事、女主人公、女社長、女探偵、女船頭、女将

軍、女店主、女忍者、女芭蕉、女海賊、女城主、女

刑務官、女殺し屋、女相場師、女わらしっこ、女患

者、女看守、女作家、女車引、女首領、女囚人、女

ジョ・ニョ。メ

【拘束形態素】

(21語 )

女児、女優、女王、女学生、女帝、女生徒、女官、

女医、女中、女工、女囚、女傑、女給、女丈夫、女

高生、女賊、女将、女神、

徐 (2012:64)で は、「「女流～」は特定の分野で使われ、「芸術 。技芸」と

「囲碁・将棋」に従事する女性によく使われている」ことを、また、徐 (2013:

33)は、「「女子～」は「教育関連」、「スポーツ関連」のことばの前によくつ

く」ことを指摘し、その後項要素の特徴について言及した。それらの例を (3)

～ (6)で示す。

(3)平安時代の童節國塾ゞ 和泉式部が復縁祈願 したことから、縁結びの

神としても名高い。 (朝 日2010/6/2)
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(4)し かも、お相手は、超人気の■泣」L・ 坂東香菜子さん。将棋が分

からない人でも、贅沢な気分が味わえるに違いない。

(Tokiyoshi()tsuL/Yuttta Akahoshi『BR"“』)

(5)野々市町で8日 、中学1年の董i生生 (13)が連れ去られた事件は

裁判員によつて載かれることになった。(朝 日2010/12/29)

(6)姉の紗暉さん (17)も昨年、最年少で菫iプロボクサーになったば

かり。(朝 日2o10/5/29)

「女～」は「性別の一つ」を表わすため、女性標示語 として様々な語に前接

することが予想されるが、日本語では汎用性の高い女性標示語は「女性～」

であり、「女～」ではない。今回の調査では、「女～」には、芸術・技芸関連

の「画家」「詩人」「小説家」「義太夫」や囲碁 。将棋関連の「棋聖」「本因坊」

「王将」、スポーツ関連の「選手」「ボクサー」「プロゴルファー」などとの結

合の例はなかった。また、教育関連では、「女～」は「児童」とは結合せず、

「学生」「生徒」との結合も一般的ではないと言える。表 3にあるように、「女

学生」「女生徒」の用例もヒットした。 しかし、「女学生」は戦時中の高等女

学校の学生のことを指すことが多く (92.5%)、 「女子学生」とは意味も用法

も違い、置換できない (例 (7))。 また、「女生徒」は「女子生徒」とほぼ同

義で、置き換えられるが、使用頻度は「女子生徒」のほうが圧倒的に高い。

今回の調査で「女生徒」の78例に対 して、「女子生徒」は約24.3倍 の1896例が

ヒットした。

(7)戦時中、私は主主生で、日の丸に必勝と書いた鉢巻き、絣のもんペ

姿。(朝 日2010/1/23)

以上のように、日本語の「女～」はその抽象度の高い意味に反 して、後続

する要素には接続制約が見られる。「女～」は「女子～」や「女流～」と同じ

ように女性標示語の体系内で特別な位置付けになっていると考えられる。
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3.2.2 ``女 (nv)～"の女性標示語体系内での位置付け

調査で収集した中国語のデータを表 4に示す。

表4 “女 (nv)～ "の語例 (頻度上位 8語 )

語 例 延べ語数 異なり語数

女核 (nvhai) 511

fH (nvsheng) 144

女核子 (nvhaizi) 69

fE (nvyou) 52

女主角 (nvzhujue) 50

fI (nvgong) 47

女大学生 (nvdaxuesheng) 46

女青年 (nvqingnian) 42

その他 1068 242

計 2029 250

表 3で示された日本語の「女～」と比べ、中国語の “女 (nv)～ "の後項

要素は多種多様である。また、“女 (nv)～ "以外の女性標示語で結合した語

の前項要素はほぼ全部 “女 (nv)～ "に置き換えられる (例 (8)～ (10))。

このような結果は “女 (nv)～ "は区別詞である性格を端的に表わしている

と思われるが、“女 (nv)～ "の形態的特徴については4.2節で詳しく論じ

る。

(8)来自北京的王秀三是菫玉塑璽メ女逸手)中年蛉最大的,今年己径68夢

了。(人民2010/9/15)(北京から来た王秀蘭さんは主子選手の中で最

年長で、今年68歳になった。)

(9)他主亦上海平民女校,使之成力党培弄姐菫玉童

“

女干部)的揺盤。(人

民2010/10/5)(彼 は上海平民女学校を創設し、これを党の婦人幹部

養成の基地とさせている。)

(10)此外,42歩 的菫性逃旦 (女波貝)蓬肪成力新内閣的一大亮点,林志
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着牛裔首次成力日本的内閣大臣。(人民2010/6/9)(そ の外、42歳の

童曇:議員蓮肪さんが新内閣の注目株となり、中国系日本人初の内閣

大臣となった。)

ただし、“女 (nv)～ "に置き換えると意味が変わったりすることもあるた

め、置換できても、文として成立しなくなる場合もある。(11)と (12)で示

す。

(11)a在 台湾,氾者接触了3位嫁到台湾的大陪菫世曇堕メ*女朋友)。 (人

民2010/11/3)(記者は台湾で、大陸から台湾に嫁いでいった二人

の女性に出会った。)

b述了30歩 的几子小際和菫』&塁 (*女性朋友)淡恋愛有丙年多了,

隊功然和晋淑玉也想性他佃考慮考慮結婚的事了。(人 民

2010/10/19)(30過 ぎの息子の陳さんが彼童と二年以上も付き合っ

ているので、両親の陳功然さんも厳淑玉さんも二人に結婚のこと

を考えさせたがつている。)

(12)a正是由子地思想活妖,有張烈的友展意沢,2007年当上了村里的菫

菫主任 (*女主任)。 (人民2010/7/10)(彼 女は頭の回転も早いし、

向上心も強いからこそ、2007年 に村の婦△主1色に選ばれた。)

b上象飯早悦,円志宏是全市110介警努靖中唯一的菫童菫メ *如女主

任),也是把繰合服努和日常警努倣得最好的主任之一。

(人民2013/3/31)(福志宏さんは市に110あ る警務部の中で唯一の

童:L主任であり、総合サービスと日常警務が最もよくできた主任

の一人でもあると上司が言った。)

中国語の “女性朋友"は「女性」や「女友達」の意味を表わしているため、

(11)の “女性朋友 "と “女朋友 (彼女/恋人)"をそれぞれ置換すると、文

として成立しなくなる。また、(12)の “如女主任"は 「婦人連合会の主任」

などの意味なのに対 し、“女主任"は 「女性の主任」とい う意味を表わす。
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このような場合は置換できない。

上記のとお り、一部置換できない場合はあるものの、中国語の “女 (nv)

～"は、使用範囲が広 く、 日本語の 「女～」と異なり、「女 とい う性別の一

つ」とい う抽象的な意味を表わす女性標示語 として体系内に存在 していると

言える。

4.相違が生じる要因

3節で、一見すると同じように見える、日本語の「女～」と中国語の “女

(nv)～ "の使用頻度、接続制約の側面における違いが女性標示語の体系内で

の位置付けの違いにあることを見た。それぞれの位置付けを、細かな重なり

などを捨象して、図示すると図 1の ようになる。

日本語               中国語

図 1「女～」と “女 (nv)～ "の位置付け

図 1か ら分かるように、日本語では汎用性が最も高い女性標示語は「女性

～」であり、「女～」は女性標示語の体系内で特別な位置付けになってお り、

その一部は「女性～」と置き換えられる。それに対 して、中国語では“女 (nv)

～"が汎用性が最も高く、一部の語を除く、他の女性標示語 と置換できる。

以下、本節では、なぜこのような違いが生 じるのかを検討する。
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4。 1 「女 (オンナ)～」の持つ性的ニュアンス

「女 (オ ンナ)～」は自由形態素であるため、名詞として単独でも使われる。

単独用法の「女」は「男」の対語として、女性 というジェンダーを表わし、

「女性、婦人、女の人」の意味で、ふつう成人女性を指す。例えば、(13)～

(15)の ようなものである。

(13)そ して何より、男に生まれず、主でよかったと思う。ムとして生き

てこられたことが、おもしろいと、今も女であることを楽しんでい

る。 (マ ダム路子『いま、四十代を生きる女へ』)

(14)英子はかなり気の強い童であったといいます。(大倉崇裕『丑二つ時

から夜明けまで』)

(15)美 を求める童の執念と、美を手に入れるための上の忍耐力…すごい

わ―。(Yahoo!ブ ログ2008)

しかし、「女」は女性 というジェンダーを表わすほかに、以下のように特別

な意味合いを持つ場合がある。

(16)真面目な男性に見えても同じ社内で次々と女性を変える人は、いずれ

童問題 (女性問題/*婦人問題)で失脚 します。

(http://Okwave.jp/qa/q7422603.htm1 2013/5/5参員照、)

(17)酒・煙草・博打・菫 (*女性/*女子/*婦人)!よ く、酒・煙草・博

打・主 (男 )、 全てやつている人はダメ人間かの代名詞のように言わ

オLモ主t「が・・・。 (Yahoo!矢口恵,軽2010/10/20)

(18)a桃子はまだ10歳なのにもう菫 (*女性/*女子/*婦人)になった。

b泰久はずっと刑務所暮らしだったので、主 (*女性/*女子/*婦

人)をほしがっている。

cう ちの会社にいい菫 (*女性/*女子/*婦人)がいる。

(Nakamura1990:155改 )
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(16)の 「女問題」は「男が女との関係で抱える問題」を指す。そのため、

それを包含する「男女関係や女の社会問題」の意味を持つ 「女性問題」には

置き換えられても、「女が社会で抱えている問題」といった意味の「婦人問題」

には置き換えられない。また、(17)の 「女」はただ単に「男」の対語として、

「女性」という意味を表わすものではない。「酒・煙草・博打」といったもの

と同列に置かれた (17)の 「女」には、「男の欲望の対象物」という意味合い

がまとわりついている。そして、(18)の a、 b、 cの文中の「女」には性的

意味合いがあると思われる。そのため、(16)～ (18)の 「女」は同じように

女性を表わす 「女性」「女子」「婦人」との置換はできない。

中村 (1995)で は、性の対象物であるかどうかという点に基づいて「女」

「女性」「女子」「婦人」を区別している。図 2に示したように、「女」と「婦

人 。女子」は「性の対象物であるかどうか」という点で両極端に位置してい

るが、「女性」はその中間に位置している。

+← ――一 性の対象物 ―一一一→ ~

「女」     「女性」       「婦人」

「女子」

図2(中 村 1995:58よ り引用)

中村 (1995)の指摘から分かるように、 日本語の「女」は女性 とい うジェ

ンダーを表わすだけでなく、「性の対象物」とい う否定的意味が与えられ、性

的で生々しい 「女」である。

一方、中国語ではどうであろう。上記の (16)～ (18)を 中国語に訳すと

以下になる。

(16')即使是一位看似汰真的男性,但在自己単位頻頻更換女伴的人退早会

因珈    (=作 凩同題/求 女同題/★ 女性同題/大 如女同題/★ 女子

同題/★ 女核同題)而出事。

(17')酒・畑・賭博・菫△ (=吃喝盤賭/*女/*女性/*如女/*女子/*女
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咳)元一不浩的人通常被汰力是人澄……。

(18')a桃子オ10夢却己径是一介菫人 (=有性径厠/*女/*女性/*如女/

*女子/*女核)了 。

b泰久一宣在監獄服刑,因此満脳子想的都是菫人 (=性愛/*女 */

女性/*如女/*女子/*女核 )。

c我個公司有一位温柔性感的菫△ (*女/*女性/*如女/*女子/?

女核 )。

訳文から分かるとお り、「性の対象物」の意味合いの「女」は中国語の “女

人 (nvren)"に相当する。中国語の “女 (nv)"は 「女性、与 “男"相対。古

代以未婚的力 “女 "、 己婚的力 “如 't」 (女性、「男」と対になる。古代では未

婚女性を「女」、既婚女性を「婦」と称する。)(『新華字典』)であり、“女 (nv)"

には「性の対象物」とい う否定的意味合いが読み取れない。また、“女(nv)"

には “女人 (nvren)"の ようなマイナスイメージも感 じられない。

4.2 「女 (オンナ)～」「女 (ジ ョ)～」と “女 (nv)～ "の形態的特徴

では、なぜ 日本語の 「女～」だけが性的ニュアンスを担 うようになったの

だろう。それは両者の形態的特徴 と関わっていると考えられる。日本語の「女

(オンナ)～」は、自由形態素である。よつて、「女 (オ ンナ)～」は名詞と

して単独でも使われる。

菊池 (1995:109)は 、単独用法の 「女」について、「近世後期から、女性

のセクシュアリティを露骨に表す言葉 としての意味合いがつよくなっていっ

たのであり、儒教思想における男尊女卑の観念 と相侯って、「女」の語感のな

かに一種の差別語に近いニュアンスが付与されていったのである。「女」に込

められたかかる差別的語感は、その後近代社会にも引き継がれて、いっそ う

そのニュアンスを強めた感 さえある。そして今 日でも「女」とい う語は、一

般的な性別用語として使用されながら、公式に呼んだ り他称 として用いるに

はある種のためらいを覚えざるを得ない側面を、たしかに引きずっている」

と指摘 している。
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つまり、女性標示語の「女 (オンナ)～」は単独用法の影響を受けて、性

的ニュアンスを担い、性の対象物という意味を担ったのだと考えられる。

一方、拘束形態素である「女 (ジ ョ)～」は性的ニュアンスを持たない。

両者の違いが端的に表れるのが、年齢制限という接続制約である。

(19)日 本の母子家庭の平均年収は243万 円。搾取され続けるその前途を

思えば、カンテツに耐え、菫社量 (*女子社長)の道をゆく中山さ

んには、がんばってもらいたい。 (朝 日2010/2/16)

(20)ス ピー ドスケー トで冬季五輪5大会連続出場の岡崎朋美 (39)が 23

日、第 3子を出産した。2936グ ラムの製  (*女子供)。

(朝 日2010/12/25)

(21)「主王」とも「天才」とも形容された。親友の童量中村メイコさん

(76)は 「夫 (神津善行さん)が ピアノの伴奏で歌うのを聴いただ

けで、ほぼ完璧に歌えた」。 (朝 日2010/12/25)

(22)11日 午前9時 ごろ、上三川町上三川のあけぼし保育園で、童子旦児

(3)(*女園児)が同園の看護師沢口弘子さんが運転するワゴン車

にひかれ、右足の骨が折れるけがをした。 (朝 日2010/11/12)

(19)～ (22)から分かるように、「女 (オ ンナ)～」には年齢制限が見ら

れ、成人女性を指す。それに対 し、「女 (ジ ョ)～」には年齢制限がなく、非

成人の「女児」「女生徒」から成人の 「女王」「女優」まで使われている。こ

れは前者が性的ニュアンスを持つことからくる制約であると考えられる。

中国語の “女 (nv)～ "も 「女 (ジ ョ)～」と同様に性的ニュアンスを持

たず、以下に見るように、低年齢の “嬰 (赤ちゃん)"“ 娃 (子供)"“ 童 (児

童)"“ 核子 (子供)"か ら“店主 (店主)"“科学家 (科学者)"“教授 (教授 )〃

“副市K(副 市長)"“ 外交官 (外交官)"な ど成人まで幅広い年齢層を指す語

と結合でき、年齢制限とい う接続制約も持たない。

(23)渾身沐凍的小菫型,声重脱水,被迅速送到医庁臥。任蛉把小菫翌軽
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軽地抱在杯里,用身体温暖遠今弱小的生命。(人民2010/4/25)(全

身が冷たく、深刻な脱水状態の小さな女児が速やかに医療隊に搬送

されてきた。任玲さんは菫里を優しく抱いて、自分の体温でこの小

さな命を温めた。)

(24)半小吋后,又有娃娃被友現,男姓、菫生,両介娃娃緊緊抱在一起。

(人民2010/8/21)(30分後、また子供が発見された。男子児童、主

二児童、二人の子供がギュッと抱きじめ合つている。)

(25)温家宝深情地悦:“三張先生対国家有彼大貢献,何先生在菫墨斐塾丞

中也是少有的,是人中麟風,所以照顕地是庄咳的。(人民2010/8/8)

(温家宝首相は「三強先生は国に大きな貢献をしたし、何先生も非

常に優秀な女性:笙墜壺笙なので、何先生の面倒を見るのも当たり前

だ」と感情をこめて語った。)

“女 (nv)～ "は古代中国語では単独で使われていた (=(26)(27))も の

の、現代中国語では “区別同"(区別詞)または “♯渭形容洞"(非述語形容

詞)と なってお り、単独で使用できず、常に名詞 と共起する (=(28)(29))。

(26):主也不爽,士式其行。(《 寺・エス・眠》)(女性は何の間違いもないが、

男性は前後の行動が矛盾している。)

(27)一菫不須,或受之寒。(更遭 《恰釈嘘疏》)(女性が一人でも布を織

らないと、着るものがなくて寒さに見舞われる人が現れるかもしれ

ない。)

(28)看来,外国記者也己対中国主土剖目相看了。(河北日報1990/4/17)

(外国人記者も中国の女子バレーボールに注目するようになったと

見える。)

(29)初一二班越雪雁等四企塁 堅持打拍菫厠所,常年不断。(天津日

報1982/4/3)(中学校一年生二組の趙雪雁さんら四人の女子生徒が

長年女子 トイレを掃除している。)
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“女 (nv)～ "が 「性の対象物」というマイナスイメージを担わなかった

理由として、現段階では、①すでに “女人 (nvren)"が そのような意味を担

っていたため、“女(nv)"が担 う必要がなかったから、②区別詞となり単独で

使われないため、「女 (オンナ)～」のように、他の用法における意味変化の

影響を受けなかったから、の二つが考えられる。この二点については、さら

なる検討が必要ではあるが、本稿では、上述の日本語において観察された現

象から②の可能性を考えておきたい。

5。  まとめ

本稿は、対応 しているように見える日本語の「女～」と中国語の “女 (nv)

～"を取り上げ、使用頻度と接続制約という二つの側面における両者の相違

とその相違が生じる要因について考察した。

日本語の「女～」と中国語の “女 (nv)～ "は使用頻度と接続制約におい

て違いが見られる。使用頻度では、「女～」より“女 (nv)～ "のほうが高く、

前者の約 3倍である。接続制約では、「女～」のほうが制限が厳しく、“女 (nv)

～"は相対的に緩いと言える。

両者の相違にはそれぞれの意味的特徴と形態的特徴が深く関わつている。

すなわち、日本語の女性標示語「女 (オ ンナ)～」は名詞 「女」の影響で性

的ニュアンスを担 うようになったため、女性標示語の体系内において特別な

意味を担 うようになったのに対し、中国語の “女 (nv)～ ''は区別詞で単独

で使われないため、そのような意味的変化を経ず、「性別の一つ」という抽象

的な意味を持つ女性標示語として位置付けられた。このような体系内での位

置付けの違いが使用頻度、接続制約の差という形で表面化しているのである。

今回は、「女～」と“女 (nv)～ "の対照研究を試みたが、その他の女性標

示語の対照や日中女性標示語全般に関する対照研究は、本論内で記したもの

と併せて、今後の課題とする。
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注

(1)同 じような表現を田中 (1984:195)では、「女性を “男性=人間"から区別するための

徴づけとしての “女○○"、 “女子○○"、 “女性○○"、 “女流○○"と いった語法を、か

りに「女性冠詞」と呼んでおこう」と定義し、命名 している。しかし、「冠詞」という

語は言語学において、具体的な意味を持たない機能的な語の範疇である “article"を

指す。日本語はその意味での冠詞を持たない言語であるため、この用語を用いるのは適

切であるとは言えない。そこで、徐 (2012)は、従来用いられてきた「女性冠詞」とい

う用語に替えて、「女性標示語」という語を用いる。

(2)今 回の調査では、日本語では「ママさん～・美人～・美少女～・少女～ 。主婦～・魔

女～。おばさん～」、中国語では“娼娼 (mma)～・美女 (meinv)～・美少女 (meishaonv)

～ 。少女 (shaonv)～・美オ女 (micainv)～ "も抽出された。しかし、用例数が少な

かったため、本稿ではこれらの女性標示語を「その他」として取り扱 う。

(3)「女～」には自由形態素の「オンナ」と拘束形態素の「ジョ」「ニョ」「メ」がある。以

下の議論では両者を区別する場合は「女 (オンナ)～」「女 (ジ ョ)～」とし、特に区

別する必要がない場合は「女～」と表記し、後者の二つは「異形態」と考える。

(4)「女教師」は「ジョキョウシ」とも「オンナキョウシ」とも読めるため、両方に加えて

ある。ただし、異なり語数の上では「女教師」という表記を優先し、一語として計算し

た。
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